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海
上
物
流
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

港
湾
法
の
一
部
改
正

一

港
湾
の
建
設
及
び
管
理
の
適
確
化

１

何
人
も
、
港
湾
隣
接
地
域
、
臨
港
地
区
等
の
区
域
（
こ
れ
ら
の
う
ち
、
港
湾
施
設
の
利
用
、
配
置
そ
の
他
の
状
況
に

よ
り
、
港
湾
の
開
発
、
利
用
又
は
保
全
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
港
湾
管
理
者
が
指
定
し
た
区
域
に
限
る
。
）
内

に
お
い
て
、
み
だ
り
に
、
船
舶
そ
の
他
の
物
件
で
港
湾
管
理
者
が
指
定
し
た
も
の
を
捨
て
、
又
は
放
置
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
七
条
の
三
関
係
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
そ
の
実
施
す
る
港
湾
工
事
（
港
湾
施
設
を
建
設
し
、
又
は
改
良
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
港

湾
の
環
境
の
整
備
又
は
保
全
を
目
的
と
す
る
も
の
が
、
港
湾
区
域
又
は
臨
港
地
区
内
に
あ
る
工
場
又
は
事
業
場
に
つ
い

て
そ
の
環
境
の
保
全
、
又
は
そ
の
立
地
若
し
く
は
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う
当
該
工
場
等
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
悪

化
の
防
止
若
し
く
は
軽
減
に
資
す
る
と
き
は
、
当
該
工
場
等
に
係
る
事
業
者
に
、
当
該
港
湾
工
事
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
三
条
の
五
関
係
）
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３

国
土
交
通
大
臣
は
、
波
浪
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
情
報
（
以
下
「
波
浪
情
報
等
」
と
い
う

。
）
の
収
集
、
分
析
及
び
提
供
に
よ
り
港
湾
工
事
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
電
子
情
報
処
理
組
織
を
設
置
し
、
及

び
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
波
浪
情
報
等
の
提
供
を
受
け
る
者
（
国
及
び
港
湾
管
理

者
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
使
用
料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
条
の
二
関
係
）

公
共
の
安
全
そ
の
他
の
公
益
上
影
響
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
港
湾
の
施
設

４
を
建
設
し
、
又
は
改
良
し
よ
う
と
す
る
者
（
国
を
除
く
。
）
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
設
計
方
法
を
用
い
る
場
合

を
除
い
て
、
そ
の
建
設
し
、
又
は
改
良
す
る
施
設
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
確
認
機
関
」
と
い
う
。

）
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
六
条
の
二
の
二
関
係
）

５

登
録
確
認
機
関
に
係
る
登
録
申
請
手
続
を
定
め
る
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
六
条
の
二
の
三
か
ら
第
五
十
六
条
の
二
の
十
九
ま
で
関
係
）

二

構
造
改
革
特
別
区
域
に
お
け
る
特
例
措
置
の
全
国
展
開

１

重
要
港
湾
の
港
湾
管
理
者
は
、
特
定
埠
頭
（
同
一
の
者
に
よ
り
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
岸
壁
そ
の
他
の
係
留
施
設
及
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び
こ
れ
に
附
帯
す
る
荷
さ
ば
き
施
設
そ
の
他
の
港
湾
施
設
を
い
う
。
）
を
構
成
す
る
行
政
財
産
を
、
港
湾
管
理
者
の
認

定
を
受
け
た
者
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
四
条
の
三
関
係
）

２

港
湾
に
お
け
る
埋
立
地
が
相
当
期
間
定
め
ら
れ
た
用
途
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
港
湾
管
理
者
が
認
め
て
区
域
を
告
示
し
た
と
き
は
、
当
該
埋
立
地
に
つ
い
て
処
分
等
が
制
限
さ
れ
る
期

間
を
十
年
間
か
ら
五
年
間
に
短
縮
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
八
条
第
三
項
関
係
）

三

港
湾
に
お
け
る
物
流
拠
点
施
設
の
整
備

そ
の
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
費
用
が
国
か
ら
の
無
利
子
貸
付
の
対
象
と
な
る
特
定
用
途
港
湾
施
設
に
、
埠
頭
の
近
傍

に
立
地
す
る
政
令
で
定
め
る
用
途
に
供
す
る
荷
さ
ば
き
施
設
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
政
令
で
定
め
る
港
湾
施
設
を
追
加
す

る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
五
条
の
七
第
二
項
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

第
二

外
貿
埠
頭
公
団
の
解
散
及
び
業
務
の
承
継
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
海
上
輸
送
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の
円
滑
化
を
図
り
、
も
っ
て
我
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

二

定
義

１

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
外
貿
埠
頭
」
と
は
、
外
航
貨
物
定
期
船
を
係
留
す
る
た
め
の
岸
壁
等
の
総
体
を
い
う
も
の
と

す
る
こ
と
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
外
貿
埠
頭
」
と
は
、
旧
京
浜
外
貿
埠
頭
公
団
及
び
旧
阪
神
外
貿
埠
頭
公
団
が
建
設
し
た

外
貿
埠
頭
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
関
係
）

三

特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
を
行
う
者
の
指
定

国
土
交
通
大
臣
は
、
港
湾
管
理
者
が
そ
の
発
行
済
株
式
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
に
当
た
る
株
式
を
保
有
し
て
い
る
株

式
会
社
で
あ
る
こ
と
等
の
要
件
を
備
え
る
者
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
東
京
港
、
横
浜
港
、
大
阪
港
又
は
神
戸

港
ご
と
に
、
そ
の
特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
を
行
う
者
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
関
係
）

四

株
式
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港
湾
管
理
者
は
、
常
時
、
三
の
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
会
社
」
と
い
う
。
）
の
発
行
済
株
式
の
総
数
の
二
分

の
一
以
上
に
当
た
る
株
式
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
関
係
）

五

資
金
の
貸
付
け

政
府
は
、
港
湾
管
理
者
が
指
定
会
社
に
対
し
、
外
貿
埠
頭
の
建
設
等
に
要
す
る
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
貸
付
け
の
条
件
が
一
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
貸
付
金
額
の
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る

金
額
を
無
利
子
で
当
該
港
湾
管
理
者
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
条
関
係
）

六

監
督

１

指
定
会
社
は
、
事
業
計
画
等
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（

第
七
条
関
係
）

２

指
定
会
社
の
定
款
の
変
更
等
の
決
議
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
第
十
条
関
係
）

七

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

第
三

水
先
法
の
一
部
改
正
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一

水
先
人
の
養
成
及
び
確
保

１

こ
の
法
律
の
目
的
と
し
て
、
水
先
人
の
養
成
及
び
確
保
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
こ

と
。

（
第
一
条
関
係
）

２

水
先
人
の
免
許
を
、
水
先
区
ご
と
に
、
三
段
階
の
資
格
別
に
与
え
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
を

有
す
る
者
が
水
先
業
務
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
船
舶
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
関
係
）

３

水
先
人
の
免
許
の
要
件
と
し
て
、
２
の
資
格
別
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
乗
船
履
歴
又
は
水
先
業
務
に
従
事
し
た

経
験
及
び
海
技
士
の
免
許
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
水
先
人
養
成
施
設
（
以
下
「
登
録

水
先
人
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
２
の
資
格
に
応
じ
、
水
先
区
ご
と
に
、
船
舶
の
操
縦
に
関
す
る
知
識
及

び
技
能
そ
の
他
の
水
先
業
務
を
行
う
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
等
を
要
件
と
す
る
こ
と
と
す

る
こ
と
。

（
第
五
条
関
係
）

４

登
録
水
先
人
養
成
施
設
に
係
る
登
録
申
請
手
続
を
定
め
る
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
四
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
関
係
）

二

船
舶
交
通
の
安
全
確
保
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１

水
先
人
の
免
許
の
有
効
期
間
を
五
年
（
た
だ
し
、
二
級
水
先
人
又
は
三
級
水
先
人
で
あ
っ
て
初
め
て
水
先
人
の
免
許

を
受
け
た
者
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
の
免
許
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
三
年
以
上
五
年
以
内
に
お
い

て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
）
と
す
る
と
と
も
に
、
有
効
期
間
の
更
新
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
が
そ
の
資
格
に
応

じ
水
先
業
務
を
行
う
に
当
た
り
必
要
な
事
項
に
関
す
る
最
新
の
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
で
あ
っ
て

国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
以
下
「
登
録
水
先
免
許
更
新
講
習
」
と
い
う
。
）
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で

な
け
れ
ば
、
水
先
人
の
免
許
の
有
効
期
間
の
更
新
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
条
関
係
）

２

登
録
水
先
免
許
更
新
講
習
に
係
る
登
録
申
請
手
続
を
定
め
る
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
関
係
）

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
水
先
区
の
う
ち
工
事
若
し
く
は
作
業
の
実
施
に
よ
り
又
は
船
舶
の
沈
没
そ
の
他
の
船
舶
交
通
の

障
害
の
発
生
に
よ
り
船
舶
交
通
の
危
険
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
港
又
は
水
域
に
つ
い
て
、
当
該
港
又
は

水
域
に
お
け
る
船
舶
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
告
示
に
よ
り
、
水
先
人
を

乗
り
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
船
舶
、
港
又
は
水
域
及
び
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
六
条
関
係
）
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三

水
先
業
務
運
営
の
効
率
化
及
び
適
確
化

１

水
先
料
を
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
制
度
を
廃
止
し
、
水
先
人
は
、
水
先
料
の
上
限
を
定
め
、
国
土
交
通
大
臣
の
認

可
を
受
け
、
そ
の
上
限
の
範
囲
内
で
水
先
料
を
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
届
け
出
ら
れ
た
水
先
料
が
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
水
先
人
に
対
し
、
そ
の
水
先
料
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
こ
と
。

（
第
四
十
六
条
関
係
）

２

水
先
人
会
は
、
法
人
と
し
、
そ
の
目
的
に
会
員
の
監
督
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
と
と

も
に
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
財
務
諸
表
等
を
作
成
し
、
事
務
所
に
備
え
て
置
き
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
期
間
、
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
関
係
）

３

全
国
の
水
先
人
会
は
、
水
先
人
会
及
び
そ
の
会
員
の
指
導
、
連
絡
及
び
監
督
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
日
本
水
先
人
会
連
合
会
を
設
立
し
、
水
先
人
及
び
水
先
人
会
は
、
日
本
水
先
人
会
連
合
会
の
会
則
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
水
先
人
会
の
関
係
規
定
を
日
本
水
先
人
会
連
合
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
と
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す
る
こ
と
。

（
第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

第
四

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正

一

業
務
の
範
囲

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
業
務
と
し
て
高
度
船
舶
技
術

を
用
い
た
船
舶
等
の
製
造
、
保
守
又
は
修
理
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
助
成
金
を
交
付
す
る
業
務
を
追
加
す
る
と

と
も
に
、
政
府
以
外
の
者
の
委
託
を
受
け
て
機
構
が
行
う
高
度
船
舶
技
術
に
関
す
る
試
験
研
究
の
業
務
に
関
す
る
規
定
を

削
除
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
二
条
第
一
項
関
係
）

二

試
験
研
究
実
施
者
等
の
納
付
金

高
度
船
舶
技
術
の
利
用
に
よ
り
得
た
収
入
又
は
利
益
の
一
部
を
第
十
二
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
業
務
に
要
す
る
経

費
に
充
て
る
た
め
の
納
付
金
と
し
て
機
構
が
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
、
一
の
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
高
度

船
舶
技
術
を
用
い
た
船
舶
等
の
製
造
を
行
っ
た
者
又
は
そ
の
承
継
人
を
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。（

第
十
五
条
関
係
）
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三

区
分
経
理
等

機
構
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
七
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
業
務
に
関
す
る
同
一
の
勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
七
条
第
一
項
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

第
五

附
則
関
係

一

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
の
一
の
３
及
び
三
並
び
に

第
四
の
規
定
は
同
年
四
月
一
日
又
は
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
、
第
一
の
一
の
４
及
び
５
並
び
に
第
三
の
規
定

は
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
関
係
）

三

関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。（

附
則
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
関
係
）


